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〜
平
成
二
十
一
年
度
の
取
組
〜

報 

告
平成21年度収支予算
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支出の部 （単位：円）

一般会計
項　　目 予 算 額

交流事業費（パーティ関連） 100,000
広報事業費（会報制作費） 500,000
人材派遣事業費 150,000
管理運営費 250,000
予備費 50,000

計 1,050,000
特別会計

項　　目 予 算 額
第３回山口県総合芸術文化祭事業費 28,000,000

計 28,000,000
合　　計 29,050,000

収入の部 （単位：円）

一般会計
項　　目 予 算 額

会費（正会員70団体、賛助会員
（個人又は団体）口数129） 995,000

雑収入（利息等） 4,146
前期繰越金 50,854

計 1,050,000
特別会計

項　　目 予 算 額
県総合芸術文化祭委託料 28,000,000

計 28,000,000
合　　計 29,050,000

■
理
事
会
及
び
総
会
を
開
催

　

平
成
二
十
一
年
度
理

事
会
及
び
総
会
を
六
月

九
日
㈫
に
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

タ
ナ
カ（
山
口
市
）で
開

催
し
、
平
成
二
十
年
度

事
業
報
告
及
び
収
支
決

算
、
平
成
二
十
一
年
度

事
業
計
画
及
び
収
支
予

算
な
ど
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

◇
平
成
二
十
一
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算

　

事
業
計
画
と
し
て
、
会
報
の
発
行
、
地

域
の
文
化
芸
術
活
動
支
援
事
業
〈
講
師
の

派
遣
〉
等
（
一
般
会
計
事
業
）、
第
三
回

山
口
県
総
合
芸
術
文
化
祭
事
業
（
特
別
会

計
事
業
）
の
実
施
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

◇
理
事
の
辞
任
・
選
任
に
つ
い
て

　

玉
野
知
之
理
事
及
び
中
島
俊
泰
理
事

が
辞
任
さ
れ
、
後
任
の
理
事
と
し
て
、

吉
村
德
昌
氏
（
周
南
文
化
協
会
会
長
）

及
び
八
幡
フ
ミ
エ
氏
（
山
口
県
高
等
学

校
文
化
連
盟
会
長
）が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

◇
正
会
員
の
新
規
入
会
に
つ
い
て

　

岩
国
市
の
周
東
文
化
協
会
が
新
た
に

入
会
さ
れ
、
当
連
盟
の
正
会
員
は
計

七
〇
団
体
と
な
り
ま
し
た
。

■
文
化
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催

　

総
会
終
了
後
、「
文
化
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
パ
ー
テ
ィ
ー

▲

総
会
の
様
子

は
、
交
流
と
出
会
に
よ
っ
て
文
化
に

親
し
む
輪
を
一
層
広
げ
て
い
く
こ
と

を
目
的
に
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の

で
、
今
年
も
多
数
の
御
参
加
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん

は
、
和
気
あ
い
あ
い
と
語
り
合
っ
た

り
情
報
交
換
を
さ

れ
た
り
、
あ
る
い

は
一
緒
に
記
念
写

真
を
撮
ら
れ
る
な

ど
、
今
年
も
賑
や

か
で
盛
大
な
パ
ー

テ
ィ
ー
と
な
り
ま

し
た
。

　

今
年
で
三
年
目
を
迎
え
た
山
口
県
文

化
連
盟
。
今
年
度
も
、
当
連
盟
の
持
つ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
人
材
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を

生
か
し
、
県
や
市
町
等
と
協
力
し
な
が

ら
、
山
口
県
総
合
芸
術
文
化
祭
の
開
催

や
地
域
の
文
化
芸
術
活
動
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
事
業
な
ど
、
山
口
県
の
文
化
力
の

向
上
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

▲

パ
ー
テ
ィ
ー
の
様
子

大
反
響
！
講
師（
指
導
者
）の
紹
介
・
派
遣

〜
多
く
の
会
員
の
皆
様
の
登
録
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
〜

注
目
！

　

山
口
県
文
化
連
盟
で
は
、
昨
年
度
か
ら
、
県
内
各

地
域
で
行
わ
れ
る
各
種
文
化
教
室
、
学
校
で
の
部
活

動
等
で
実
技
指
導
な
ど
を
行
う
講
師
（
指
導
者
）
を

紹
介
・
派
遣
し
、
地
域
の
文
化
芸
術
活
動
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
特
に
、
県
内
の
学
校
（
小
・
中
・
高
校
）

や
公
民
館
を
中
心
に
本
事
業
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て

い
ま
す
が
、
各
地
の
学
校
や
地
域
の
皆
様
か
ら
多
く

の
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、
既
に
中
学
校
の
部
活
動
等

へ
の
講
師
の
紹
介
・
派
遣
の
実
績
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　

学
校
や
地
域
の
文
化
芸
術
団
体
の
皆
様
に
は
、
さ

ら
な
る
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
、
本
事
業
を
有
効
に

活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
う
し
た
地
域
や
学
校
等
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
て
い
く
た
め
に
、
講
師
（
指
導
者
）
陣
を
一
層
充

実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆

様
の
積
極
的
な
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
実
施
の
流
れ

・ 

①
申
込
み
（
利
用
者
）
↓
②
講
師
紹
介
（
事
務
局
）

↓
③
打
合
せ
（
講
師
・
利
用
者
）
↓
④
実
技
指
導
・

講
座
等
実
施

◇
経
費
負
担

・ 

山
口
県
文
化
連
盟
の
負
担
で
、一
回
の
指
導
に
つ
き
交

通
費
相
当
額
二
○
○
○
円（
税
額
控
除
後
）を
支
給

・ 

申
込
者
（
利
用
者
）
に
謝
金
、
交
通
費
の
支
給
は

求
め
な
い
。

・ 

お
花
や
お
菓
子
な
ど
の
材
料
費
は
申
込
者
（
利
用

者
）
の
負
担

◇
講
師
（
指
導
者
）
の
要
件

・ 

山
口
県
文
化
連
盟
に
加
盟
す
る
団
体
（
正
会
員
）

に
所
属
す
る
こ
と
。

・ 

地
域
や
学
校
等
の
文
化
芸
術
活
動
に
お
い
て
実
技

指
導
・
講
義
な
ど
が
行
え
る
こ
と
。

＊
随
時
登
録
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

中学校での
合唱指導の様子

小学校での
お茶指導の様子



　

今
年
も
山
口
県
総
合
芸
術
文
化
祭
を
県
内
各
地
で
開

催
し
ま
す
。

　

総
合
芸
術
文
化
祭
は
、国
民
文
化
祭
の
成
果
を
継
承
し
、

県
民
が
文
化
に
親
し
む
と
と
も
に
、
文
化
芸
術
活
動
の

成
果
を
発
表
す
る
場
と
し
て
開
催
す
る
も
の
で
、
山
口

県
か
ら
委
託
を
受
け
て
山
口
県
文
化
連
盟
が
実
施
し
て

い
ま
す
。

山
口
県
総
合
芸
術
文
化
祭
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メ
イ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

開
催
会
場
：
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国（
岩
国
市
）

第３回

メインステージに向けた
練習の様子

【
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
】

　

全
国
各
地
で
音
楽
祭
の
音
楽
監
督
や
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
活
躍
中
で
あ
り
、
県
内
で
も

若
手
音
楽
家
の
育
成
等
の
実
績
が
あ
る
矢
澤
定
明

氏
を
芸
術
監
督
と
し
て
迎
え
、
岩
国
市
を
流
れ
る

錦
川
の
源
流
か
ら
海
へ
と
続
く
水
の
流
れ
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
、吹
奏
楽
に
箏
を
加
え
た
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
に
、
合
唱
、
神
楽
等
が
コ
ラ
ボ
レ
ー
ト

す
る
、
総
勢
五
〇
〇
人
の
壮
大
な
音
楽
空
間
を
創

出
し
ま
す
。

【
子
ど
も
夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
大
発
表
】

　

国
民
文
化
祭
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
子
ど
も
夢

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」は
、今
年
で
四
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　

今
年
は
、
一
七
グ
ル
ー
プ
の
子
ど
も
た
ち
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
採
択
さ
れ
、
七
月
十
七
日
㈮
に
、

県
庁
で
採
択
決
定
書
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

十
一
月
に
開
催
す
る
メ
イ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

で
は
、
美
術
や
音
楽
、
演
劇
な
ど
の
文
化
芸
術
の

夢
の
実
現
に
取
り
組
ん
だ
子
ど
も
た
ち
が
、
そ
の

成
果
を
元
気
い
っ
ぱ
い
に
発
表
し
ま
す
。

◇
展
示
発
表　

十
一
月
一
日
㈰
〜
三
日
（
火
・
祝
）

◇
舞
台
発
表　

十
一
月
三
日
（
火
・
祝
）

◇
発
表
グ
ル
ー
プ

■
通
津
小
学
校
ゆ
か
い
な
音
楽
仲
間
（
岩
国
市
）

■
岩
国
中
学
校
吹
奏
楽
部
（
岩
国
市
）
■
岩
国
少

年
少
女
合
唱
団
「
ひ
ま
わ
り
」（
岩
国
市
）
■
柳

井
商
工
高
等
学
校
情
報
研
究
部
（
柳
井
市
）
■
源

空
寺
保
育
園
（
周
防
大

島
町
）
■
ち
び
っ
子
フ

ラ
「
大
島
っ
子
」（
周
防

大
島
町
）
■
三
作
神
楽

こ
ど
も
教
室
（
周
南
市
）

■Q
u da co

（
下
松

市
）
■
田
布
施
西
小
学

校
三
・
四
年（
田
布
施
町
）

■
西
高
未
来
プ
ラ
ニ
ン
グ

「
音
風
景
調
査
班
」（
防
府
市
）
■
ホ
ッ
ト
ア
ー
ト

K
ID
S

神
原（
宇
部
市
）■
厚
東
中
夢
太
鼓（
宇
部
市
）

■
宇
部
西
高
等
学
校
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
表
現
グ
ル
ー

プ
（
宇
部
市
）
■
ス
ズ
カ
元
気
キ
ッ
ズ
（
宇
部
市
）

■
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
う
べ
★
子
ど
も
21
忍
者
ま
つ
り
実

行
委
員
会
（
宇
部
市
）
■
み
み
ず
く
会
児
童
画
教

室
（
下
関
市
）
■
元
気
「
弥
富
っ
子
」（
萩
市
）

　
【
ふ
る
さ
と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
作
品
展

（
県
美
展
受
賞
作
家
展
）】

　

 　

山
口
県
美
術
展
覧
会
受
賞
者
な
ど
、
本
県
ゆ

か
り
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

分野別フェスティバル開催一覧
８月

１日㈯～
３日㈪

７日㈮～
９日㈰

第48回全日本吹奏楽コンクール
山口県大会
山口市・山口市民会館、岩国市・
シンフォニア岩国
山口県吹奏楽連盟

30日㈰ 第64回合唱コンクール山口県大会
周南市・周南市文化会館
山口県合唱連盟

９月

６日㈰ 第19回山口県民謡コンクール大会
山陽小野田市・山陽小野田市文化会館
山口県民謡連盟

11日㈮～
14日㈪

第16回いけばな展
岩国市・シンフォニア岩国
山口県いけばな作家協会

13日㈰ 第８回山口県日本舞踊祭
下松市・スターピアくだまつ
㈳日本舞踊協会山口県支部

23日
（水・祝）

社交ダンスフェスティバル
山口市・山口市民会館
山口県ダンス連盟

26日㈯ 第22回全日本マーチングコンテスト
山口県大会
萩市・萩市民体育館
山口県マーチングバンド連盟

27日㈰ 第57回山口県川柳大会
周南市・新南陽ふれあいセンター
山口県川柳協会

10月

10日㈯～
11日㈰

第41回山口県邦楽大会
岩国市・シンフォニア岩国
山口県邦楽連盟

18日㈰ 第42回山口県母のコーラスフェスティバル
防府市・防府市公会堂
山口県母の合唱連盟

11月

13日㈮ 第50回山口県演劇祭
下関市・下関市民会館
山口県演劇協会

15日㈰ 第46回山口県俳句大会
周防大島町・周防大島町橘総合センター
山口県俳句作家協会

21日㈯～
22日㈰

連句大会
山口市・ホテル常盤
やまぐち連句会

23日
（月・祝）

'09やまぐち県詩祭
山口市・翠山荘
山口県詩人懇話会

29日㈰ 第45回山口県歌人協会短歌大会
周防大島町・周防大島町橘総合センター
山口県歌人協会

29日㈰ 第８回山口県和太鼓の祭典
美祢市・美祢市民会館
山口県和太鼓連盟

12月

５日㈯ 第12回やまぐち創作文芸大会
宇部市・宇部市立図書館
山口県創作懇話会

13日㈰ 第54回山口県交響楽団演奏会
山陽小野田市・山陽小野田市文化会館
山口県交響楽団

20日㈰
26日㈯～
27日㈰

第33回全日本アンサンブルコンテスト
山口県大会
山陽小野田市・山陽小野田市文化会館
山口県管楽アンサンブル連盟

23日
（水・祝）

第37回山口県芸術演奏会
萩市・萩市民館
山口県音楽協会

◇
開
催
日　

十
一
月
一
日
㈰

◇ 

プ
ロ
グ
ラ
ム

　
　

県
民
参
加
に
よ
る
創
作
型
公
演

　
　
　
「
滴
・
流
・
光
・
宙
」

◇
出
演
者　

五
〇
〇
人

　
（
地
元
を
中
心
と
す
る
幼
児
か
ら
大
人
ま
で
）

「子ども夢プロジェクト」
採択決定書交付式風景

分
野
別
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

山
口
県
文
化
連
盟
の
分

野
別
の
県
域
文
化
団
体

が
、
音
楽
、
文
芸
、
生
活

文
化
等
、
多
彩
な
分
野
に

わ
た
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
す
。（
詳
細
は
左
表

で
紹
介
し
て
い
ま
す
。）

　

◇
開
催
日　

十
月
二
十
四
日
㈯

〜
十
一
月
三
日
（
火
・
祝
）



会
長　

橋
口　

照
男

〒
７
４
７

－

０
０
２
６

　

防
府
市
緑
町
一
丁
目
９

－

２

　

☎
０
８
３
５

－

２
６

－

６
８
４
１

　

防
府
市
文
化
協
会
は
、「
防
府

の
文
化
を
高
め
る
会
」
と
し
て
昭

和
四
十
三
年
か
ら
三
十
年
間
運
営

し
て
き
ま
し
た
が
、
時
代
の
変
化

に
よ
り
発
展
的
に
改
組
し
、
平
成

十
年
に「
防
府
市
文
化
振
興
財
団
」

と
「
防
府
市
文
化
協
会
」
の
二
つ

に
分
離
し
設
立
。
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
分
担
に
そ
っ
て
事
業
を
展
開
し
、

今
年
で
十
一
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

発
足
以
来
、
当
文
化
協
会
は
、
三
つ
の
宣
言
を
基
本
に
事

業
活
動
し
て
お
り
ま
す
。
一
．芸
術
文
化
活
動
を
促
進
し
市

民
の
文
化
意
識
の
向
上
を
図
る
こ
と
。
二
．自
主
的
な
文
化

活
動
を
促
進
し
人
間
性
豊
か
な
心
の
ふ
れ
あ
い
。
三
．薫
り

高
い
文
化
に
富
ん
だ
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
す
る
こ
と
。
以
上

の
宣
言
を
も
と
に
今
日
ま
で
事
業
・
活
動
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

主
た
る
事
業
と
し
て
、
市
民
文
芸
の
振
興
向
上
、
文
化

振
興
支
援
助
成
事
業
、
文
化
奨
励
事
業
、
民
俗
芸
能
継
承

発
展
事
業
、
自
主
公
演
事
業
等
を
実
施
し
て
お
り
、
ま
た
、

邦
楽
・
美
術
・
音
楽
・
舞
踊
・
洋
舞
・
華
道
・
茶
道
・
映
像
・

盆
栽
・
歴
史
等
の
各
分
野
に
お
け
る
連
盟
及
び
一
六
〇
団
体

会
員
に
よ
る
市
民
文
化
祭
で
の
発
表
事
業
な
ど
、
各
団
体
の

自
主
性
に
基
づ
き
、
創
意
、
工
夫
、
熱
意
に
よ
り
文
化
活

動
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
業
活
動
に
当
文
化

協
会
と
し
て
文
化
団
体
、
各
連
盟
へ

の
支
援
と
協
力
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

文
化
と
は
、「
人
間
と
し
て
よ
り

高
い
営
み
、
よ
り
高
い
生
活
を
築
き

上
げ
る
こ
と
」
と
思
い
努
力
し
て
お

り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
防
府
市
の
文
化
振

興
・
向
上
を
目
指
し
、
す
こ
や
か
な

ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
で
き
る
よ
う
頑

張
っ
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

防
府
市
文
化
協
会

このコーナーでは山口県文化連盟の会員の皆さんを紹介しています。
よこがお～会員紹介～

会
長　

讃
井　
　

直

〒
７
４
０

－

０
７
２
４

　

岩
国
市
錦
町
広
瀬
１
１
２
５

　

岩
国
市
教
育
委
員
会
錦
支
所
内

　

☎
０
８
２
７

－
７
２

－

２
２
１
５

　

錦
町
文
化
協
会
は
、
創
立
以
来
二
十
年
の
歩
み
を
遂

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
他
市
町
の
文
化
協
会
と
比

べ
る
と
ま
だ
ま
だ
十
分
と
は
い
え
ま
せ
ん
が
、
わ
ず
か

三
四
〇
〇
人
の
小
さ
な
町
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
き
甲
斐
を

求
め
て
、
文
化
活
動
に
励
ん
で
い
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と

で
昨
年
は
創
立
二
十
周
年
を
記
念
し
て
、
七
十
万
円
で
Ａ

４
版
四
〇
〇
冊
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
の
記
念
誌
を
発
行
し
ま
し

た
。
記
念
誌
を
手
に
し
た
と
き
に
、
会
員
一
同
満
足
感

と
喜
び
で
笑
顔
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
現
在
は
四
六
団
体

三
五
〇
名
の
会
員
が
所
属
し
て
い
ま
す
。

　

盛
ん
な
サ
ー
ク
ル
は
、
舞
踊
関
係
、
大
正
琴
、
カ
ラ
オ

ケ
な
ど
で
し
ょ
う
か
。
比
較
す
る
と
女
性
の
方
が
遙
か
に

元
気
で
す
。

　

毎
年
三
月
第
一
日
曜
日
に
演
芸
関
係
は
発
表
会
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
十
一
月
に
は
ふ
る
さ
と
祭
り
に
あ
わ
せ
て
、

生
涯
学
習
作
品
展
を
催
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
と
は
別
に
、
各

団
体
は
個
別
に
発
表
や
展
示
を
自
主
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

年
一
回
の
研
修
視
察
は
、
み
ん
な
が
楽
し
み
に
し
て
い

る
研
修
で
す
。
昨
年
は
周
防
大
島
町
の
星
野
哲
郎
記
念
館
・

宮
本
常
一
資
料
館
を
訪
ね
、
研
鑽
を
深
め
ま
し
た
。

　

当
協
会
の
発
足
当
時

か
ら
の
牽
引
者
で
あ
る

会
長
の
讃
井
は
、
も
う

八
十
歳
を
迎
え
ま
す
が
、

高
齢
化
に
向
か
う
今
日
、

み
ん
な
の
活
動
が
生
き
甲

斐
学
習
に
繋
が
る
こ
と
を

祈
っ
て
、
体
の
続
く
限
り

が
ん
ば
り
た
い
と
申
し
て

お
り
、
二
一
年
目
の
今
年

か
ら
、
ま
た
、
新
た
な
出

発
を
期
し
て
一
同
頑
張
っ

て
参
り
ま
す
。
ど
う
か
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

錦
町
文
化
協
会

理
事
長　

重
広　

昭
雄

〒
７
４
１

－

０
０
７
２

　

岩
国
市
平
田
５

－

52

－

10

　

岩
国
商
業
高
等
学
校
内

　

☎
０
８
２
７

－

３
５

－

２
２
２
０

　

山
口
県
管
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
連
盟
は
、
平
成
十
九
年
三

月
十
四
日
に
山
口
県
総
合
芸
術
文
化
祭
の
立
ち
上
げ
と
同

時
に
成
立
し
た
若
い
連
盟
で
す
。
小
学
校
か
ら
職
場
・
一

般
ま
で
二
〇
〇
を
超
え
る
加
盟
団
体
と
約
八
〇
〇
〇
人
の

構
成
員
を
有
し
、
県
内
で
も
最
大
級
の
文
化
団
体
で
す
。

　

主
な
行
事
は
、
毎
年
末
に
開
催
さ
れ
る
全
日
本
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
山
口
県
大
会
の
主
催
と
、
五
年
に
一

度
回
っ
て
く
る
中
国
大
会
の
主
管
で
す
。
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

コ
ン
テ
ス
ト
は
管
楽
器
と
打
楽
器
を
中
心
と
し
た
三
名
か

ら
八
名
ま
で
の
器
楽
合
奏
で
す
。
本
連
盟
の
加
盟
団
体
は

全
国
的
に
見
て
も
大
変
熱
心
で
、
実
績
も
あ
が
っ
て
い
ま

す
。
中
学
校
と
高
等
学
校
の
部
に
お
い
て
は
参
加
希
望
チ
ー

ム
が
多
く
、
大
会
終
了
時
刻
が
遅
く
な
る
な
ど
運
営
に
支

障
が
出
て
い
る
く
ら
い
で
、各
加
盟
団
体
か
ら
エ
ン
ト
リ
ー

で
き
る
チ
ー
ム
数
を
制
限
し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

中
国
大
会
に
進
む
チ
ー
ム
の
中
に
は
全
国
大
会
ま
で
進
む

も
の
も
多
く
あ
り
、防
府
市
立
国
府
中
学
校
金
管
打
楽
器
八

重
奏
は
平
成
十
九
年
度
に
全
国
大
会
で
金
賞
を
受
賞
す
る

と
い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。他
に
も
山
口
大
学
や
岩

国
高
等
学
校
Ｏ
Ｂ
吹
奏
楽
団
、Ｎ
Ｅ
Ｃ
山
口
吹
奏
楽
団
な
ど
、

全
国
大
会
の
常
連
に
名
を
連
ね
て
い
る
団
体
も
あ
り
ま
す
。

　

連
盟
と
し
て
は
、
山
口
県
文
化
連
盟
の
一
員
と
し
て
、

今
後
と
も
山
口
県
の
音
楽
文
化
の
発
展
に
寄
与
で
き
ま
す

よ
う
に
努
力
し
て
い
く
所
存
で
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

山
口
県
管
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
連
盟

岩国商業高等学校クラリネット六重奏
（中国大会にて）
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会
長　

緒
方　

明
子

〒
７
５
１

－

０
８
４
９

　

下
関
市
綾
羅
木
本
町
４

－

10

－１ 

２
階

　

☎
０
８
３

－

２
５
２

－

７
５
１
１

　

山
口
県
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
振
興
会
は
平

成
十
五
年
七
月
に
創
設
。
国
民
文
化
祭

に
向
け
て
山
口
県
内
の
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス

を
行
う
団
体
相
互
の
連
携
を
図
る
と
と

も
に
、
国
民
文
化
祭
を
契
機
と
し
た
山

口
県
内
に
お
け
る
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
の
普

及
振
興
を
図
る
た
め
設
立
さ
れ
た
。

　　

会
員
数　

約
三
五
〇
名

　

会　

長　

緒
方
明
子

　

副
会
長　

竹
中
ク
ミ
子

　

他
理
事　

三
名

　

平
成
十
八
年
の
国
民
文
化
祭
に
お
い
て

は
、
山
陽
小
野
田
市
で
開
催
さ
れ
た
ジ
ャ

ズ
ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
振
興
会
の
メ

ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
た﹇Thirty fellow
﹈

の
作
品
〜A

LL TH
ATS JA

ZZ

〜
を
出

品
、
ま
た
公
募
さ
れ
た
子
供
た
ち
に
よ
る

ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
チ
ー
ム﹇
Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｏ
Ｕ

キ
ッ
ズ
﹈
の
指
導
と
振
興
会
の
先
生
方
に

よ
る
作
品
、
そ
し
て
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
選
ば
れ
た「
デ
ィ
ー
バ
」

に
よ
る
作
品
〜
光
射
す
方
へ
〜
、
ま
た
閉
会
式
へ
の
参
加
等
々
。

　

国
民
文
化
祭
を
き
っ
か
け
に
、
今
後
と
も
振
興
会
と
し
て

子
ど
も
た
ち
の
指
導
や
未
来
へ
つ
な
が
る
県
内
の
ダ
ン
サ
ー

の
育
成
に
努
め
て
い
く
た
め
に
、
平
成
十
九
年
、「
第
一
回
山

口
県
総
合
芸
術
文
化
祭　

分
野
別
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
て
、

ダ
ン
ス
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
た
。

　

国
民
文
化
祭
で
培
っ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、
県
内
で

は
経
験
で
き
な
い
プ
ロ
の
男
性
振
付
家
・
ダ
ン
サ
ー
に
講
師
を

依
頼
。
引
き
続
き
、平
成
二
十
年
に
も
前
回
同
様
ダ
ン
ス
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
た
が
、
講
習
の
内
容
や
振
り
付
け
に

よ
る
作
品
の
発
表
を
公
開
と
し
、
普
段
見
る
こ
と
の
出
来
な

い
受
講
者
の
保
護
者
や
一
般
の
方
々
に
見
学
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

キ
ッ
ズ
か
ら
大
人
ま
で
講
習
の
中
身
は
、
き
め
細
か
く
内

容
も
充
実
し
た
も
の
で
あ
り
、
受
講
者
も
適
度
な
緊
張
の
中

で
理
解
と
満
足
の
い
く
も
の
と
な
り
レ
ベ
ル
の
高
い
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
と
な
っ
た
。

　

今
後
と
も
態
勢
づ
く
り
の
強
化
及
び
幅
広
く
ジ
ャ
ズ
ダ
ン

ス
の
普
及
、
振
興
に
努
め
て
行
き
た
い
。

山
口
県
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
振
興
会

会
長　

早
川　

定
雄

〒
７
４
３

－

０
０
０
４

　

光
市
室
積
市
延
10

－
８　

早
川
方

　

☎
０
８
３
３

－
７
８

－
１
２
６
４

　

川
柳
中
興
の
祖
井
上
劍

花
坊
に
、
ゆ
か
り
の
あ
る
山

口
県
川
柳
協
会
は
、
西
は
下

関
か
ら
東
は
岩
国
ま
で
の
市

に
存
在
す
る
、
十
四
吟
社
で

組
織
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
当

協
会
は
、
社
団
法
人
全
日

本
川
柳
協
会
（
全
国
各
地
の

三
五
一
社
に
よ
る
組
織
）
に

加
盟
し
、
川
柳
の
普
及
向
上

に
努
め
て
い
る
。
十
四
の
各

吟
社
は
、
毎
月
、
開
催
日
時
・
課
題
を
定
め
、
例
会
を
活

発
に
行
い
、
そ
の
結
果
を
柳
誌
に
掲
載
し
、相
互
の
作
句
向

上
を
図
っ
て
い
る
。さ
ら
に
、他
吟
社
の
例
会
、近
県
で
開
催

さ
れ
る
各
大
会
に
参
加
し
て
い
る
。ま
た
全
日
本
川
柳
大
会
、

国
民
文
化
祭
川
柳
大
会
に
は
挙
っ
て
参
加
し
愛
好
者
相
互

の
交
流
を
図
っ
て
い
る
。ま
た
毎
年
行
わ
れ
る
山
口
県
瀬
戸

内
海
環
境
保
全
協
会
が
主
催
す
る
、環
境
に
関
す
る
川
柳
の

募
集
に
は
、趣
旨
に
賛
同
し
多
数
が
参
加
し
、協
力
し
て
い
る
。

　

次
に
、
当
協
会
が
重
き
を
お
い
て
い
る
の
は
、
山
口
県
川

柳
大
会
で
あ
る
。今
年
で
五
十
七
回
を
迎
え
る
大
会
で
あ
る
が
、

山
口
県
が
主
催
す
る
総
合
芸
術
文
化
祭
の
一
環
と
し
て
毎
年

開
催
し
て
い
る
。

　

開
催
を
引
受
け
る
吟
社
は
、前
年
度
の
役
員
会
で
決
定
し
、

開
催
会
場
・
日
程
に
つ
い
て
は
引
き
受
け
の
吟
社
と
と
も
に

検
討
す
る
な
ど
し
、
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　

当
協
会
で
は
、
芸
術
文
化
を
心
豊
か
な
生
活
の
糧
と
し

て
継
承
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
、
次
世
代
に
正
確
に
伝
え

て
い
く
責
任
を
負
っ
て
い
る
と
考
え
、
ジ
ュ
ニ
ア
の
養
成
を

最
重
点
に
掲
げ
、
県
内
の
小
、
中
学
校
で
の
課
外
授
業
を

設
け
る
な
ど
、
献
身
的
な
努
力
を
積
ん
で
い
る
。
そ
の
結
果

二
〇
〇
八
年
の
国
民
文
化
祭
い
ば
ら
き
で
は
、
萩
市
立
育
英

小
学
校
の
伊
藤
司
君
が
、
文
部
科
学
大
臣
賞
を
授
与
さ
れ

る
快
挙
に
輝
い
た
。

山
口
県
川
柳
協
会

理
事
長　

安
渡　
　

元

〒
７
４
４

－

０
０
２
５

　

下
松
市
中
央
町
21

－

１

　

☎
０
８
３
３

－

４
１

－

６
８
０
０

　

財
団
法
人
下
松
市
文
化
振
興
財

団
は
、
平
成
五
年
二
月
に
下
松
市
文

化
会
館
の
管
理
・
運
営
と
自
主
文
化

事
業
等
を
通
じ
、
市
民
生
活
の
中
に

芽
生
え
る
幅
広
い
文
化
諸
活
動
を
振

興
、
助
長
し
、
個
性
豊
か
な
地
域
文

化
の
展
開
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、「
豊

か
な
心
と
文
化
の
息
づ
く
ま
ち
」
を

目
指
し
た
文
化
の
香
り
高
い
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
十
八
年
度
か
ら
の
指
定
管

理
者
制
度
導
入
に
伴
い
下
松
市
文
化

会
館
の
指
定
管
理
者
と
な
り
、
さ
ら

な
る
地
域
の
文
化
振
興
支
援
を
担
う

と
と
も
に
、
市
民
の
皆
様
に
「
親
し

ま
れ
喜
ば
れ
愛
さ
れ
る
」
文
化
会
館

を
目
標
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
自
主
文
化

事
業
や
利
用
者
・
利
用
団
体
の
文
化
活
動
へ
の
支
援
、
利

用
者
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
度
は
下
松
市
文
化
会
館
も
会
館
十
五
周
年
を
迎
え
、

記
念
事
業
と
銘
打
っ
て
実
施
し
た
自
主
文
化
事
業
も
好
評

を
得
ま
し
た
。
ま
た
、
本
年
度
は
下
松
市
制
七
十
周
年
と

い
う
節
目
を
迎
え
、
下
松
市
と
連
携
し
五
月
に
記
念
事
業

を
実
施
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
十
一
月
に
は
記
念
式
典
の
会

場
と
し
て
七
十
周
年
に
花
を
添
え
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

下
松
市
文
化
会
館
は
、
ス
タ
ー
ピ
ア
く
だ
ま
つ
の
愛
称

も
定
着
し
、
月
一
回
の
ペ
ー
ス
で
会
員
情
報
誌
ピ
ア
メ
ー

ル
を
発
行
す
る
と
と
も
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
当
館

並
び
に
近
隣
施
設
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
や
チ
ケ
ッ
ト
情
報
を

発
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

地
域
文
化
の
振
興
に
微
力
な
が
ら
も
お
役
に
立
て
る
よ
う

頑
張
っ
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
あ
た
た
か
い
御
指

導
と
御
鞭
撻
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

㈶
下
松
市
文
化
振
興
財
団
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情
報
満
載
！
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
文
化
情
報
や
ま
ぐ
ち
」

　

県
内
で
開
催
さ
れ
る
文
化
イ
ベ
ン
ト
情
報
や
文
化
芸
術

団
体
、
芸
術
家
・
指
導
者
等
に
関
す
る
情
報
の
ほ
か
、
県

民
の
皆
様
に
文
化
芸
術
に
親
し
み
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た

め
の
様
々
な
文
化
芸
術
情
報
を
収
集
し
提
供
し
て
い
ま
す
。

注
目！

山
口
県
か
ら
のお
知
ら
せ

主
な
コ
ン
テ
ン
ツ

◇
イ
ベ
ン
ト
・
募
集
案
内
情
報

　

山
口
県
文
化
連
盟
加
盟
団
体
や
文
化
施
設
等
が
行
う

文
化
芸
術
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
等
の
情
報
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

◇
文
化
人
材
バ
ン
ク
・
文
化
芸
術
団
体
一
覧

　

地
域
や
学
校
等
に
お
い
て
実
技
指
導
や
講
義
な
ど
を

行
う
こ
と
の
で
き
る
芸
術
家
・
指
導
者
等
や
、
県
内
で

活
動
さ
れ
て
い
る
文
化
芸
術
団
体
の
情
報
を
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
化
し
公
開
し
て
い
ま
す
。

◇
見
た
！
聴
い
た
！
や
ま
ぐ
ち
文
化
レ
ポ
ー
タ
ー
が
ゆ
く
！

　

 　
「
や
ま
ぐ
ち
文
化
レ
ポ
ー
タ
ー
」
が
、
県
内
各
地

で
開
催
さ
れ
る
文
化
芸
術
活
動
を
取
材
し
て
、
様
々

な
視
点
か
ら
文
化
芸
術
の
魅
力
を
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

◇
文
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

文
化
ホ
ー
ル
、
美
術
館
、
図
書
館
な
ど
の
文
化
施

設
等
に
お
い
て
文
化
芸
術
活
動
の
側
面
的
な
支
援
に

取
り
組
ん
で
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
団
体
の
情
報

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

＊ 

文
化
人
材
バ
ン
ク
・
文
化
芸
術
団
体
の
情
報
の
充

実
に
向
け
て
、
多
く
の
皆
様
の
御
登
録
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

＊ 

各
種
情
報
に
つ
い
て
は
、
直
接
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
か
ら
登
録
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

○
文
化
情
報
や
ま
ぐ
ち
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://bunka.pref.yam
aguchi.lg.jp/bunka/

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　

山
口
県
文
化
振
興
課

　
　

☎ 

０
８
３

－

９
３
３

－

２
６
１
０

　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
８
３

－

９
３
３

－

４
８
２
９

　
　

E-mail a19300@
pref.yam

aguchi.lg.jp

「ちょるる募金」に御協力ください！
　平成23年開催の「おいでませ！山口国体」、「おいでませ！山口大会」の
成功に向け県民の皆様に両大会を支え、盛り上げていただく取組として、「お
いでませ！山口国体・山口大会募金（愛称：ちょるる募金）」を行っています。
　集まった浄財は、両大会のボランティア活動や花いっぱい運動等国体県
民運動などの大会運営に活用します。皆様のご協力をよろしくお願いします。

おいでませ！山口国体・山口大会募金推進委員会
〒753-8501 山口市滝町１－１　県政資料館２階
　　　　　 TEL：083－933－4800
http://www.choruru.pref.yamaguchi.lg.jp/kokutai/bokin/

お問い合わせ先
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平
成
二
十
一
年
度

　

春
の
文
化
・
芸
術
関
係

表
彰
受
賞
者
の
皆
さ
ん

■
山
口
県
芸
術
文
化
振
興
奨
励
賞

　

田
中　

慎
弥
（
文
芸
／
創
作
）

　

尾
形　

大
介
（
音
楽
／
器
楽
）



Topics & Information トピックス＆インフォメーション

Ⅰ　

 

平
成
二
十
二
年
度　

エ
ネ
ル
ギ
ア 

文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
財
団
助
成
事
業
（
前
期
募
集
）

○
対
象
者

　

 　

中
国
地
域
に
所
在
す
る
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す

る
団
体

○
対
象
事
業

　

 　

美
術
の
展
示
活
動
、
音
楽
の
公
演
活
動
及
び
伝
統

文
化
の
保
存
・
伝
承
・
復
活
・
復
元
・
発
表
活
動
で

あ
っ
て
、
中
国
地
域
在
住
者
が
過
半
数
を
占
め
中
国

地
域
内
に
お
い
て
行
わ
れ
る
活
動

　

※ 

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
に
行
わ
れ
る
事
業
が
対
象
で
す
。

○
助
成
金
額

　
　

助
成
対
象
経
費
の
二
分
の
一
を
限
度

　
　
（
原
則
一
〇
万
〜
五
〇
万
円
／
一
件
）

Ⅱ　

募
集
期
間
等

○
募
集
期
間

　
　

平
成
二
十
一
年
十
月
一
日
〜
十
一
月
二
十
日

○
申
込
方
法

　

 　

当
財
団
所
定
の
様
式
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
県
（
文
化
振
興
課
、
社
会
教
育
・
文
化
財

課
又
は
学
校
安
全
・
体
育
課
）
又
は
当
財
団
事
務
局

に
提
出
。

　

※ 

申
請
が
あ
っ
た
事
業
が
す
べ
て
助
成
さ
れ
る
と
は

限
り
ま
せ
ん
。

Ⅲ　

お
問
い
合
わ
せ
先

エ
ネ
ル
ギ
ア 

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
財
団 

事
務
局

　

〒
７
３
０

－

０
０
４
１

　
　

広
島
市
中
区
小
町
４

－

33　

中
国
電
力
内

　
　
　

☎ 

０
８
２

－

５
４
２

－

３
６
３
９

　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
８
２

－

５
４
２

－
３
６
４
４

　
　
　

E-mail zj000005@
pnet.gr.energia.co.jp

㈶
エ
ネ
ル
ギ
ア 

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
財
団
が
行
う

文
化
活
動
支
援
事
業
に
つ
い
て

文
化
芸
術
活
動
に
対
す
る
各
種
支
援
情
報
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

＊ 

近
く
募
集
が
予
定
さ
れ
て
い
る
も
の
な
ど

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

㈶
山
口
県
文
化
振
興
財
団
が
行
う

文
化
活
動
支
援
事
業
に
つ
い
て（
予
定
）

Ⅰ　

平
成
二
十
二
年
度　

地
域
文
化
活
動
支
援
事
業

○
対
象
者

　
　

山
口
県
内
で
主
に
活
動
す
る
民
間
団
体
又
は
個
人

○
対
象
事
業

　

 　

原
則
と
し
て
、
山
口
県
内
に
お
い
て
行
わ
れ
る
地

域
文
化
活
動

　

＊
地
域
文
化
の
振
興
に
寄
与
す
る
事
業

　

＊
文
化
交
流
を
促
進
す
る
事
業

　

＊
地
域
文
化
を
担
う
人
材
及
び
団
体
を
育
成
す
る
事
業

　

＊
文
化
意
識
の
高
揚
に
資
す
る
事
業

　

※ 
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
に
行
わ
れ
る
事
業
が
対
象
で
す
。

○
助
成
金
額

　

 　

助
成
対
象
経
費
か
ら
入
場
料
等
収
入
を
控
除
し
た

額
の
二
分
の
一
以
内
の
額
（
自
己
負
担
金
の
額
の
範

囲
内
で
一
〇
〇
万
円
を
上
限
）

Ⅱ　

平
成
二
十
二
年
度　

郷
土
文
化
活
動
支
援
事
業

○
対
象
者

　

 　

山
口
県
内
で
主
に
活
動
す
る
郷
土
文
化
活
動
を
行

う
民
間
の
団
体

○
対
象
事
業

　

 　

山
口
県
内
に
お
け
る
特
色
あ
る
郷
土
文
化
を
保
存
・

伝
承
す
る
た
め
の
活
動

　

＊
他
の
郷
土
文
化
活
動
を
行
う
団
体
と
の
交
流
事
業

　

＊
郷
土
文
化
活
動
を
広
く
普
及
す
る
事
業

　

＊ 

衰
退
し
た
郷
土
文
化
を
新
た
に
掘
り
起
こ
し
、

伝
承
す
る
事
業

　

＊
郷
土
文
化
の
後
継
者
を
育
成
す
る
事
業

　

＊ 

郷
土
文
化
を
保
存
及
び
伝
承
す
る
た
め
に
、
そ

の
活
動
を
記
録
す
る
事
業

　

＊ 

郷
土
文
化
に
関
す
る
衣
装
、
用
具
等
を
修
繕
又

は
更
新
す
る
事
業

※ 

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
に
行
わ
れ
る
事
業
が
対
象
で
す
。

○
助
成
金
額

　

 　

助
成
対
象
経
費
か
ら
入
場
料
等
収
入
を
控
除
し

た
額
の
二
分
の
一
以
内
の
額
（
自
己
負
担
金
の
額

の
範
囲
内
で
三
〇
万
円
を
上
限
）

Ⅲ　

募
集
期
間
等
（
Ⅰ
、
Ⅱ
共
通
）

○
募
集
期
間　

平
成
二
十
一
年
十
二
月
中
旬
〜

　
　
　
　
　
　

平
成
二
十
二
年
一
月
中
旬
（
予
定
）

○
申
込
方
法

　

 　

助
成
金
交
付
申
請
書
を
最
寄
り
の
市
町
文
化
行

政
担
当
課
に
提
出
。（
詳
細
は
今
後
当
財
団
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
に
掲
載
予
定
）

○
選
考
方
法

　

 　

当
財
団
の
審
査
委
員
会
で
厳
正
に
審
査
し
、
採

択
及
び
助
成
額
を
決
定
し
ま
す
。

※ 

申
請
が
あ
っ
た
事
業
が
す
べ
て
助
成
さ
れ
る
と
は

限
り
ま
せ
ん
。

Ⅳ　

お
問
い
合
わ
せ
先

　

山
口
県
文
化
振
興
財
団
事
務
局

　

〒
７
５
３

－

８
５
０
１

　
　

山
口
市
滝
町
１

－

１　

山
口
県
文
化
振
興
課
内

　
　

☎ 

０
８
３

－

９
３
２

－

２
７
１
７

　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
８
３

－

９
３
２

－

２
７
１
７

　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス　

http://w
w
w.y-bunshin.jp/
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